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一筆啓上作左の会

     平成29年度 「作左ゆかりの地視察旅行」研修旅行

バスは「西三交通」 7:54
◍ローソン岡崎赤渋町店に集合。 柵木顧問も挨拶

◍8時出発予定でしが、皆さん集ま       8:06
 りが早く、最後にローソンでコー
 ヒーを買っていたぶん遅くなった
 Yさんが乗り込んで、全員集合。
 ８時前の出発となりました。

◍総勢４４名。
 旅行日和の好天気でした。

※行路変更
  岡崎ICより東名高速に入るも、新城で事故があり、
  豊川～三ケ日間が閉鎖。音羽蒲郡ICで降りて、新東名・岡崎東ICへ。
  後からわかりましたが、大変な事故でした（下の写真）。  私たちのバスでなくて良かった。

新東名に入り、恒例の、横山先生（理事）による歴史講話。
8:46

9:17  浜松SA（NEOPASA浜松）
        でトイレ休憩。

掛川城・おんな城主直虎大河ドラマ館・龍潭寺

平成29年6月10日（土）

浜松は、以前は引馬（曳馬）と言いまし

たが、家康が（1968年に）引馬城に攻め

込んで攻略し、新たに城を築きました

(増築)。築いたのは本多作左です。その

時、引馬では（敗北に繋がり）縁起が悪

いということで、この地にあった荘園・

濱松荘の名をとって、濱松(浜松)と家康

が命名(城名・地名)しました。作左にゆ

かり深い地です。

家康は（桶狭間の戦い後）18歳で岡崎

(城)に帰りますが、その後、信長とは反

対の東の方（浜松）へ領土拡大をしてい

きました。

掛川城は（木造の）天守閣が有名ですが、
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9:56  新東名から「掛川城」が見えました。 天守閣
10:07  大手門。入城です。

10:06  駐車場から掛川城に向かう。

10:08  大手門の内側。

10:08  「掛川城天守閣」  平成6年、140年ぶりに木造で再建された。     10:09  「太鼓櫓」を臨みながら。

太鼓櫓は、城下に時を知らせるため
の大太鼓を納めてあった建物。

 大手門は天守閣に続いて平成7年（1995年）に復元されたも
の、大きさは間口7間（約12.7メートル）、奥行3間（約5.4
メートル）の二階建。
 掛川城の表玄関にふさわしい楼門造りの本格的な櫓門は、木造
日本瓦葺き入母屋づくりになっている。白壁で板ひさしが配さ
れ、棟の上にはシャチ瓦が飾られた勇壮な構え。
 実際は現在地より50メートルほど南にあった。

 掛川城天守閣は、外観3層、内部4層から成る。6間×5間(約
12m×10m)の天守閣本体は、決して大きいものではないが、東
西に張り出し部を設けたり、入り口に付櫓(つけやぐら)を設けた
りして外観を大きく、複雑に見せている。
 1階、2階に比べ4階の望楼部が極端に小さいのは、殿舎の上に
物見のための望楼を載せた出現期の天守閣のなごりといえる。白
漆喰塗り籠めの真っ白な外容は、京都聚楽第の建物に、黒塗りの
廻縁・高欄は大阪城天守閣にならったと考えられる。
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10:12  トイレ休憩・一服休憩。
10:15  四足門（よつあしもん）。

10:16

10:19  天守閣を背景に記念撮影。

調査では、門の跡は見つかっていないが、正保城絵図を
元に復元された。門の内側には、入城者を調べる番所が
あった。本丸に通じる重要な門。
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10:21  天守閣への登り。 10:21

10:22

10:21
10:22  天守閣への入口。 10:23  ここから登り始める。

  

 掛川城に天守を築いたのは、1590年（天正18年）に徳
川家康が関東に移封したことに伴って入城した山内一豊で
ある。一豊はこのときに3重4階の層塔型天守を築いたが、
この天守は1604年（慶長9年）に起きた地震で大破した。
天守が再建されたのは1621年（元和7年）、松平定綱が
城主の時代。
 1854年（嘉永7年）の安政の大地震（安政東海地震）で

10:24  階段を上がると、山内一豊の像。 天守を含む大半の建物が倒壊。
 1994年（平成6年）4月に日本初の木造復元天守として
再建された。 いろいろ展示物がある。
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← →

更に上に登る。 10:26  天守閣最上階。
階段は極めて急。45°らしい。 10:25

10:28
10:27  天守閣最上階から「掛川古城」を眺める。

10:28

ボランティアガイド

最上階からは、かなり遠く
まで見渡せる。

掛川古城は駿河守護・今川義忠が東遠江支配のために朝比奈泰煕に築かせた城。
朝比奈氏は泰凞・泰能・泰朝と3代つづき、朝比奈泰能の代に掛川城を築き移った。

攻
撃
す
る
た
め
に
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10:34  階段は下りの方が難しい。 10:35  △は鉄砲、□は弓。

10:35 

10:37  武将隊と。

10:40

石垣は、所々組み直している
が基本は当時の石を利用している。
側面は、残念ながらツタでおおわれているが、ここの石
には、掛川城再建の時、新しく持ってきた石が使われて
いるということ。そして、この石は、三河幡豆（現；西
尾市）から持ってきたということです。江戸時代初期か
ら、三河国幡豆は良質の石が採れることで有名だった。

10:41  「掛川城二の丸御殿」に向かう。
10:42 
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10:42   天守閣、ここから撮りました。 10:44  入ります。

10:44
忍者が！     10:45

中には、展示物もたくさんある。

  御殿は、城主の公邸、藩の役所、公式式典の場などとして使用された。書院造と呼ばれる建築様式で、畳を
敷きつめた多くの室が連なり、各室は襖によって仕切られている。
  当初は、本丸にも御殿がつくられたが老朽化したり災害にあって、二の丸に移った。現存する御殿は、
嘉永7年（1854年）大地震で倒壊したため、時の城主太田資功によって、安政2年（1855年）から文久元
年（1861年）にかけて再建されたもの。安政2年から明治2年（1869年）までの14年間は掛川藩で使われ
たが、廃城と同時に勤番所と徳川家兵学校に転用され、廃藩置県とともに掛川宿に無償下附され聚学校として
使われた。その後も女学校、掛川町役場、掛川市庁舎、農協、消防署などに転用され続けた。
  その後、現存する城郭御殿としては、京都二条城など全国でも数ヵ所しかない、江戸時代の藩の政治や大名
の生活が偲ばれる貴重な建築物として、国の重要文化財に指定されている。

10:47
10:45

10:46

10:47 掛川城のジオラマ
10:48



「竹内喜則氏よりの寄稿文」

10:50

御殿

10:49

10:50  御殿から天守閣を望む。  10:58

掛川城周辺は
見どころ沢山でした。

 バス移動の間に、恒例❓豪華？？？賞品
ありクイズで盛り上がる。設問者の思い以
上に、皆には“難問”の声。しかし、連帯
感の強い作左ファミリーは、それを乗り越
え、高成績者続出！

帰路では、ビンゴゲームもありました。
お楽しみタイムありがとう。

11:52
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12:04  昼食 ： 奥浜名国民宿舎。兵藤会長あいさつ。

12:09
13:00  昼食終了。入口（出口？）で記念撮影。 13:21  一転、次の目的地の駐車場へ。

13:22  「気賀関所 」
13.23

13:24 

13:25

13:25
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直虎「大河ドラマ館」 13:26

13:30

13:42  気賀関所資料館  

13:33

13:43  
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「龍潭寺」到着… 本日のメーン。 14:30

14:34

兵藤会長の手配したボランティアガイドの説明で龍潭寺について学ぶことができました。
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14:39  初代、井伊共保公 "出生"の井戸の跡 14:41

  龍潭寺の門前近くのこの地にあったといわれる
八幡宮の井戸の脇に捨てられていた赤子を、宮
の神官が拾い育てた。7歳のときに浜名湖畔の志
津城の城主、藤原共資に養子に出された子は、
後に共資の娘を娶って共保を名乗り、井伊谷に戻
って井伊氏を称したといわれている。

14:41 14:43

14:48  再び龍潭寺に戻る。

山門

  山門は、明暦2年（1656年）の建立と伝えられ、巴瓦（ともえがわら）に室町期のものといわれる
古瓦を見ることができる。
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14:52

14:52 
子育て地蔵

14:53
松岳院（直虎の母）
    跡地（住んでいた）
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墓所へ向かいます。 14:54 14:57 14:57

15:00   井伊家の危機を支えた家臣の墓。

15:02
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15:03  井伊家歴代墓所
15:05

15:05  本堂
15:06

15:06

延宝4年（1676）再建。大檀越 井伊直與公（27代）。七世
喝岩和本尚代。堂内の廊下は左甚五郎作、鴬張りの廊下として
有名である。

直虎

直親
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15:08

15:09  外庭。

15:11

15:14  龍潭寺庭園
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 小堀遠州作・龍潭寺庭園は、江戸時代初期に本堂北庭として築かれた池泉鑑賞式庭園である。
中央に守護石、左右に仁王石、正面に礼拝石（坐禅石）が配され、更に池の型が心字池となっていて寺院
庭園として代表的な庭である。数多くの石組みと築山全体で鶴亀が表現されている。
 岩は、地元で産するチャート（通称山石）を使い、明るくすんだ庭である。春のさつき、秋の満天星（ど
うだん）と四季折々の変化にも富み、昭和11年国指定名勝となるが、まさに東海一の名に恥じない名園で
ある。

ゴ～ン。無事終了

その後帰路につき、帰りは高速道路の
閉鎖にもあわず、17時前に戻ること
ができました。役員の皆様ありがとう
ございました。<(_ _*)>

                   写真 ； 倉地・竹内
                   編集 ； 竹内
                                 2017.6.19


